
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 長崎純心大学 地域包括支援学科 

実施内容 児童虐待防止啓発ポスターの作成と学園祭での提示 

➀事前に取り組んだ内容 
児童虐待の現状に関する学習 児童虐待に関する映像学習 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
授業において児童虐待の現状を学び、オレンジリボン運動の起源や発足に込められた

思いに関する学習を行った。また、グループに分かれて児童虐待防止を啓発することを

テーマとしたポスターを作成し、学園祭にて展示をした。ポスター作成に際しては、ポ

スターに込めた思いをグループごとにレポートにまとめた。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 

完成したポスターと学園祭での展示 

 

学生がポスターに込めた思い 

 

・児童虐待は目に見えないところで起こ

っています。私達はそのような子ども達

の心に焦点を当ててポスターを作成しま

した。子ども達の傷ついた心を温かなオ

レンジリボンで助けよう、という思いを

込めています。 

・虐待をなくしたいという思いと、もし

虐待を見かけたり、悩んだりしている人

がいたら、すぐに相談をして欲しいとい

う気持ちを込めて、このポスターを描き

ました。 

・すべての子どもが分け隔てられること

なく健やかな成長を発展できる社会の実

現を目指す活動を児童虐待防止のシンボ

ルであるオレンジリボンを持つ手に見立

て、子どもを包み込む様を表現しまし

た。 

・オレンジリボン運動は、「こども虐待の

ない社会の実現」を目指す市民運動とい

う意義のため、虐待されている子どもの

明日の笑顔を守っていきたいという思い

で、「まもる、つなぐ、あしたのえがお」

をこのポスターのタイトルにしました。 

【長崎純心大学】 https://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/202210_houshi-2/ 
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